
1趣旨説明
「フラット化する世界と米中対立の課題」

　 『フラット化する世界』の著者トーマス・フ
リードマン（Thomas Friedman）がファーウェ
イトップの任正非氏との対談の中で、次のよう
に話している。
　 「いま、世界では二つの物語が上映中である。
一つは米国と中国の間の貿易戦争であり、もう
一つはファーウェイと米国の物語である。私個
人からみれば、ファーウェイと米国の物語の重
要性は米中貿易戦争より高い。」（2019年９月９
日、中国・深圳）
　ここでは、中国経済経営学会と愛知大学国際
中国学研究センターの共催による国際シンポジ
ウム「ファーウェイと米中貿易戦争―中国のイ
ノベーションは何処へ？」を開催するにあたっ
て、今回の全国大会の実行委員長として、三つ
の課題を提起し、趣旨説明に代えさせていただ
きたい（付録を参照）。

１． ３Ｇと４Ｇ技術は、グローバリゼーション
の進展にとって、いわば推進器やアクセル
のような役割を果たしてきた。ところが、
５Ｇ時代のデジタルインフラは、米中対立
により、果たして太平洋を隔てて米国主導
と中国主導の二つに分けることができるの
だろうか。日本はどちらの陣営に入るのだ
ろうか。

２．米中対立は、当初の貿易不均衡是正の段階
から次世代技術をめぐる紛争、いわゆる「テ
クノヘゲモニー」（techno-hegemony、技
術による覇権）の争いという新しい段階へ
とエスカレートしている。もしそれが現実

だとすれば、グローバル・サプライチェー
ン（国際供給網）はどのように変容して
いくのか。経済合理性よりも政治的な分
断によって、いわゆる「デカップリング」

（decoupling、分離）が進むのだろうか。
３．中国式イノベーションモデルは、中国にお

ける社会経済ネットワーク（もしくはエコ
システム）に埋め込まれた周辺的資源を動
員し、先進国からの技術のスピルオーバー
効果と国際分業のフラグメンテーションを
最大限に活用することにより、産業の高度
化と独自の産業プラットフォームの構築を
実現してきたことに、その大きな特色を見
出すことができる（概念図を参照）。

　ここに示した概念図は、中国式イノベーショ
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ンモデルと関係ファクターのイメージを描いた
ものである（李春利「中国企業の革新力㊥　
コア技術の自主習得志向」、日本経済新聞・経
済教室、2018年７月10日を参照）。図の上部に
あるのは、先進国のスマートな統合型産業シ
ステムである。また、フラグメンテーション
 （fragmentation）とは、従来垂直的に統合さ
れた企業内の生産工程が細分化され、国を越え
た生産の分担や物流、および貿易が行われると
いう新しい国際分業体制のことを指している。
具体的には、工程分業はその重要な形態であり、
すなわち、一つの製品を工程別に分けて各国最
適な立地で生産することである。　
　そのような国際分業が進展する中で、世界の
重要な産業プラットフォームとして中国の資源
動員力が大きく発揮されてきた。先進国企業か
らの直接投資や委託生産を通じて、技術のスピ
ルオーバー効果（spill-over effect、溢出効果）
が累積されていく。さらに、中国独自の技術開
発やイノベーションの成果との間に相乗効果が
生まれ、その結果、産業技術の底上げ、ひいて
は産業の高度化が実現していく。
　ところが、今回の米中摩擦で、コア技術を押
さえている先進国企業と中国企業の間にある技
術ギャップの大きさが改めて認識された。改革

開放が始まってからすでに40年、中国のイノ
ベーションは米中摩擦を契機に大きな転換点を
迎えるようになった。米中対立の先鋭化は、果
たして1978年の改革開放、2001年の WTO 加盟
に続く第３波の構造改革の起爆剤になりうるの
だろうか。また、外圧を国内改革にうまく利用
してきた過去２回の経験は、先進国へのキャッ
チアップから中国式イノベーションの本格的な
確立に寄与することができるのだろうか。日中
両国は過去半世紀にわたり、自由貿易体制の擁
護と WTO ルールの堅持を通じて、多大な利益
を享受することができた。これから日中両国は、
米英の単独行動主義と脱グローバリゼーション
の大波に如何に対応すべきかが、今後の大きな
課題になるだろう。

（り　しゅんり　
中国経済経営学会2019年度全国大会

実行委員長・愛知大学教授）

付記：この趣旨説明は、2019年11月16日に愛知
大学で開催された国際シンポジウム時の筆者の
発言に一部加筆修正を加えてまとめたものであ
る。
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